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 含フッ素有機化合物のなかでもフルオロアセチレン化合物は、フルオロエチニル基もしくはフルオロ

ビニル基導入のためのビルディングブロックの部分構造として合成化学的に興味が持たれる。しかしフ

ルオロアセチレンそのものが不安定で爆発性を有するためか、その研究はほとんど行われていなかった。

著者らは、フルオロアセチレンの末端置換基を工夫し、トリイソプロピルシリルフルオロアセチレンが

ヘキサン溶液として安定であることを報告した。また、このフルオロアセチレンは、ヘキサン溶液中冷

蔵庫で保存すると自発的に三量化し、Dewar benzene 誘導体を与えることを見出している。１)  この

Dewar benzene 誘導体は、六員環上の炭素がすべてフッ素とケイ素で置換された化合物で脱ケイ素化

反応などに興味が持たれるが、ケイ素上の置換基が嵩高いことが化合物の安定性に寄与していることも

考えられる。そこで、より立体障害の小さいトリメチルシリル基を用いて対応するフルオロアセチレン

の合成を行うことで同様に Dewar benzene 誘導体が得られると考えた。ところが予想に反し、溶媒の

THF と反応した新規フルオロビニル化合物が得られたので紹介する。 
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